
新荘学区の常住人口	 世帯数 3,026
男 2,853　女 3,171　　合計 6,024

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 524	（ 8.7％）	 15	〜 64 才	 3,488	（57.9％）
	 65	才以上	 2,012	（33.4％）

一年生紹介

７月24日（日）、新荘小学校校庭で開催された新荘
夏まつりは、涼しく晴れた天候（開催時間の平均気
温24度）に恵まれ、予定の催しものも全て行うこと
ができました。
開会式、１年生紹介、21店からなる模擬店、ゲーム
コーナーのほか、管楽合奏、大神楽、チア･ダンス、
サッカー、よさこい連、国体踊り、はまゆう会民舞、
プチハモ及びフィナーレ花火の順に15：30から19：
30まで行われ、約2,400人の参加者は夏まつりを思
う存分楽しみ親睦を深めました。

主催者及び来賓の皆様

意気の合った新荘小管楽合奏（上）と水商チア・ダンス（下）
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初
夏
を
彩
る
「
水
戸
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
が
保
和
苑

に
お
い
て
六
月
十
二
日
か
ら
七
月
三
日
の
二
十
二
日
間

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
十
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

特
に
千
葉
方
面
か
ら
の
団
体
客
が
多
い
の
が
特
長
で
、

バ
ス
専
用
駐
車
場
に
は
二
百
台
を
超
え
る
ツ
ア
ー
バ
ス

で
混
雑
し
ま
し
た
。

さ
て
、
主
役
で
あ
る
あ
じ
さ
い
は
春
先
の
雨
不
足
で

花
は
小
さ
い
で
す
が
数
多
く
咲
き
ま
し
た
。

一
日
五
千
人
弱
が
訪
れ
る
来
園
者
に
お
も
て
な
し
で

お
迎
え
す
る
た
め
、
地
元
の
女
性
会
が
湯
茶
の
接
待
等
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
更
に
新
荘
女
性
の
会
（
十
一

の
支
部
）
が
当
番
制
で
お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し
た
。

保
和
苑
の
あ
じ
さ
い
は
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら

植
込
み
を
始
め
、
現
在
百
種
六
千
株
が
日
本
庭
園
を
中

心
に
色
と
り
ど
り
に
咲
き
競
い
ま
す
。

来
園
者
の
反
応
は
、
予
想
に
反
し
〝
う
わ
ー
、
キ
レ

イ
〟
と
驚
嘆
の
声
を
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。

一
方
、〝
鎌
倉
の
あ
じ
さ
い
を
見
て
こ
ち
ら
に
来
た
ご

夫
婦
は
、〝
保
和
苑

の
方
が
ず
っ
と
ス
バ
ラ

シ
イ
〟
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。

花
が
終
わ
り
来
年

に
向
け
て
剪
定
作
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
今

後
六
千
株
に
心
を
か
け

て
管
理
し
て
い
き
ま

す
。ご
期
待
下
さ
い
。

（
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

実
行
委
員
会		

川
又
）

第
四
十
二
回
水
戸
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り

〝
新
荘
地
区
女
性
の
会
が
お
も
て
な
し
〟
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あじさいまつり実行委員会、女性の会の皆さん

賑わった夕暮れのまつり会場
息をのむ
大神楽の演技

キックターゲットでシュート力アップ

食を満たした焼きそば店

元気一杯の水戸城東YOSAKOI連の演舞みんなで覚えよう国体踊り

バザーコーナー、市長毎度あり精一杯の至近射撃

日が落ちて見えなくても演奏しました

フィナーレの花火

華やかなはまゆう会の踊り

オセロ大会に向け頑張ります



五
月
十
四
日（
土
）
新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

新
荘
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高橋市長あいさつ

新
荘
地
区
六
十
九
町
内
会
の

う
ち
六
十
一
町
内
会
長
の
出
席

（
参
加
者
数
一
二
〇
人
）
を
い
た

だ
き
、
二
十
七
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
報
告
及
び
二
十
八
年

度
の
事
業
報
告
と
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
は
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
の
改
選

が
あ
り
ま
し
た
。

開
会
の
あ
と
、
市
民
憲
章
唱

和
、
水
戸
市
歌
斉
唱
、
川
又
会
長

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓

と
し
て
高
橋
市
長
な
ど
よ
り
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
合
同
総
会
後
、
水
戸
市

ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら
十
月
三
十
日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
「
第
一
回
水

戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催

に
伴
う
協
力
依
頼
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

の
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
顧　

問

…
…

奥
田　

俊
亮

・
会　

長

…
…

川
又　

一
郎

・
総
務
自
治
部
長
（
事
務
局
長
）

　
　
　
　

…
…

田
口　

允
彦

・
広
報
部
長

…

川
又　

健
志

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　
　
　
　

…
…

山
部　

正
彦

・
生
活
環
境
部
長

　
　
　
　

…
…

飛
田
美
江
子

・
福
祉
厚
生
部
長

　
　
　
　

…
…

青
木　
　

實

・
防
災
委
員
会
委
員
長

　
　

…
…
…
…

森
本　

久
夫

・
監　

事

…
…

川
上　

利
通

・
監　

事

…
…

湊　

弘
一
郎

   
今
年
度
の
主
な
行
事

水
戸
市
長

…

高
橋　
　

靖	

様

水
戸
市
議
会
議
員

　
　

　
　

…

袴
塚　

孝
雄	

様

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事	

　
　

　
　

…
…

秋
葉　

欣
二

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　

　
　

…
…
斎
藤　

雅
子

住みよいまちづくり新荘会総会審議の様子

❖
新
荘
夏
ま
つ
り

　
　

七
月
二
十
四
日
日

❖
敬
老
会

　
　

九
月
十
九
日
月

❖
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

　
　

九
月
二
十
五
日
日

❖
市
民
運
動
会

　
　

十
月
九
日
日

❖
歩
く
会

　
　

十
一
月
十
三
日
日

❖
新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　

三
月
五
日
日 女性の会　支部長紹介

来　
　

賓

十
月
三
十
日（
日
）、
日
本
陸
連
公
認
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
水
戸

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
新
荘
地
区
を
通
過
し
ま
す
の
で
、

全
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
に
エ
ー
ル
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

地
区
と
し
て
次
の
場
所
を
応
援
区
域
と
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

一
．
応
援
場
所

　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～
神
応
寺
前
～
雷
神
宮
前

二
．
応
援
時
間

イ
．
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　

午
前
九
時
二
分
頃
か
ら
（
一
万
人
が
千
波
湖
方
面
へ
）

ロ
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

午
前
九
時
三
十
二
分
頃
か
ら
（
二
千
人
が
千
波
湖
方
面
へ
）

　

午
前
九
時
四
十
分
頃
か
ら　
（
千
波
湖
を
折
返
し
南
町
へ
）

ハ
．
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　

南
町
を
ス
タ
ー
ト
し
、
大
工
町
吉
田
石
油
前
折
り
返
し

　

午
前
十
時
三
～
四
分
（
吉
田
石
油
前
を
千
人
が
折
り
返
し
）

三
．
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

　

谷
口　

浩
美	

さ
ん

　

増
田　

明
美	

さ
ん

四
．
交
通
規
制

　
　
（
全
面
通
行
止
）

新
荘
地
区

　

大
工
町
～

　

偕
楽
園
下

　

八
時
三
十
分
～

　
　
　

十
時
三
十
分

平
成
二
十
八
年
度 

合
同
総
会
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水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
を
応
援
し
よ
う

フルマラソンコース

フルマラソンコース

2kmコース

5kmコース

応援場所



編

集

部

委

員

川
又
健
志
・
塩
井
雅
子
・
神
尾
和
子

緑
町
に
あ
る
浄
安
寺
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
寺
院
は
五
十
号
線
の
東
原
方

面
大
工
町
三
丁
目
バ
ス
停
手
前
か
ら
路

地
に
入
っ
て
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。

浄
安
寺
は
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
寺

院
で
、
山
号
は
三
縁
山
と
号
し
ま
す
。

浄
安
寺
の
開
基
は
証
安
上
人
（
俗
名
は

八
田
六
良
朝
安
）
と
伝
わ
り
ま
す
。

浄
安
寺
の
元
と
な
る
寺
院
は
天
台

宗
で
あ
り
、
証
安
上
人
は
、
真
宗
に
帰

依
す
る
前
、
そ
の
寺
院
の
住
職
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

浄
土
真
宗
の
祖
師
で
あ
る
親
鸞
聖

人
は
稲
田
（
笠
間
市
）
を
中
心
に
約

二
十
年
滞
在
さ
れ
、
真
宗
教
団
の
原

型
が
茨
城
の
地
に
誕
生
し
ま
し
た
。

証
安
上
人
が
健
保
六

年
（
一
二
一
八
）
四

月
、
二
八
歳
の
時
、
稲

田
の
草
庵
に
親
鸞
を

訪
ね
、
南
無
阿
弥
陀

仏
の
教
え
を
聞
き
、
感
激
し
て
真
宗

の
教
え
に
帰
依
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）、

第
二
世
の
浄
信
の
時
に
現
在
の
浄
安

寺
と
い
う
寺
号
に
改
め
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
歴
史
書
に
よ
る
と
、
浄
安

寺
は
寛
永
四
年
（
一
六
三
七
）
に
京
都

の
東
本
願
寺
（
真
宗
大
谷
派
本
山
）
か

ら
木
像
の
阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
尊
を

受
け
、
本
山
が
浄
安
寺
を
末
寺
と
し

て
認
め
た
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

浄
安
寺
は
、
幾
度
か
移
転
し
て
い

ま
す
が
、
唯
報
の
時
代
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
七
月
に
光
圀
公
の
命
に

よ
っ
て
現
在
の
地
に
移
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
光
圀
公
の
時
代
か
ら
始
ま
る
水

戸
藩
内
の
寺
院
整
理
施
策
に
よ
り
、
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
斉
昭
公
の

命
に
よ
っ
て
廃
院
に
な
り
ま
し
た
が
、

水
戸
藩
の
勢
力
が
弱
く
な
っ
た
幕
末

に
浄
安
寺
は
復
帰
し
ま
し
た
。

戦
前
ま
で
は
五
十
号
線
沿
い
に
、

室
町
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
わ
る

山
門
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十

年
の
水
戸
大
空
襲
に
よ
り
そ
の
殆
ど

は
焼
失
し
、
現
在
、
当
時
の
山
門
は
象

鼻
（
建
物
の
装
飾
）
等
の
一
部
が
寺
院

内
に
残
し
て
あ
り
ま
す
。

浄
安
寺
の
本
堂
は
約
百
年
前
に
建

立
さ
れ
た
古
い
建
物
で
、
水
戸
大
空

襲
で
は
幸
い
被
害
を
受
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
等
で

大
き
な
被
害
を
受
け
、
現
在
、
長
期
に

渡
る
修
復
修
繕
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
昨
年
九
月
本
堂
の
屋
根
の
葺

き
替
え
工
事
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
本
堂
に
は
、
五
百
年
ほ
ど
経

つ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
聖
徳
太
子
等

の
掛
け
軸
の
二
幅
が
安
置
し
て
あ
り

ま
す
。

ま
た
、「
木
折
観
音
」
と
呼
ば
れ
る

小
さ
く
素
朴
な
観
音
様
の
古
い
木
像

が
、
寺
院
内
に
あ
り
ま
す
。
戦
前
ま

で
境
内
に
観
音
堂
が
あ
り
、
地
域
の

人
々
に
大
切
さ
れ
て
い
て
、
年
に
一

度
、
地
域
の
行
事
と
し
て
観
音
様
の

お
祭
り
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
地
の
旧
町
名
を
「
木
折
町
」
と
い
い

ま
す
が
、
こ
の
観
音
様
が
由
来
で
あ

ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

浄
安
寺
で
は
、
過
去
廃
院
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
今
ま
で
古
い
文
書
が

行
方
不
明
で
し
た
が
、
今
回
の
修
復

修
繕
工
事
中
、
か
な
り
古
い
八
幅
の

御
軸
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
現
在
、
修
復

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

新
荘
散
策

真
宗
大
谷
派
三
縁
山
浄
安
寺

第
二
十
三
代
住
職　

星 

野　
　

暁
さ
と
し

屋根の葺き替えを終えた本堂

聖徳太子掛け軸

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

木折観音像

新
荘
市
民
セ
ン
タ
ー　

新
任
あ
い
さ
つ

今
年
四
月
か
ら
初
め
て
の
市
民
セ
ン
タ
ー

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
温
か

く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
、
生
涯
学
習
活

動
の
拠
点
と
し
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
市
民

セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
四
月
か
ら
新
規
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

所  長
斎藤 雅子

津田  恵子

・砂久保花の会
・緑町会
・栄町１丁目

審
査
対
象

花　
　

壇

・馬口労町１丁目
・㈱吉田石油水戸SS
・新荘小学校

水
戸
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
が
七
月
十
三
日
・
十
四
日
の
二
日
間
実

施
さ
れ
、
一
〇
六
花
壇
中
五
〇
花
壇
が
入
賞
し
ま
し
た
。
新
荘
地
区

か
ら
は
、
町
内
会
の
部
門
で

砂
久
保
花
の
会
が
、
職
域
の

部
門
に
お
い
て
吉
田
石
油

水
戸
Ｓ
Ｓ
が
、
共
に
優
良
賞

に
入
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
八
月
二
十

六
日
、
県
立
青
少
年
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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新荘会地区の事前審査の様子（６/27）

吉田石油水戸SS（６/29撮影）砂久保花の会（６/29撮影）


